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第416号
2024年９月10日

第416号 2024年９月10日（月１回、10日発行）労基法改悪を許さない学習会
９月25日（水）18：00
国労大阪会館１階ホール＋オンライン

介護署名スタート学習会
９月27日(金）18:30
国労大阪会館２階第二小会議室＋オンライン

　

９
月
７
日
、
大
阪
労
連
は
第
59
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
の
運
動
方

針
な
ど
す
べ
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
採
択

し
、
新
体
制
を
確
立
し
て
、
新
た
な
た
た
か
い

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
菅
議
長
か
ら
挨
拶
、
続
い
て
、
来
賓

の
全
労
連
の
九
後
健
治
副
議
長
、
日
本
共
産
党

の
宮
本
岳
志
衆
議
院
議
員
か
ら
激
励
と
連
帯
の

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
12
単
産
・
４
地
域
組
織
、
２
補

助
組
織
18
人
が
発
言
し
、
運
動
方
針
を
補
強
。

組
織
拡
大
・
強
化
、
春
闘
・
夏
季
闘
争
、
維
新

型
政
治
に
よ
る
住
民
生
活
破
壊
・
教
育
破
壊
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
、
万
博
・
カ
ジ
ノ
ス
ト
ッ

プ
の
た
た
か
い
な
ど
、
職
場
・
地
域
か
ら
豊
か

な
経
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
（
２
、
３
面
参
照
）。

　

大
会
宣
言
「
対
話
と
学
び
あ
い
で
仲
間
づ
く

り
を
ひ
ろ
げ
、
組
織
拡
大
を
旺
盛
に
す
す
め
よ

う
」、
特
別
決
議
「
万
博
・
カ
ジ
ノ
ス
ト
ッ

プ
」
を
採
択
し
、
最
後
に
福
岡
新
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
た
た
か
う
決
意
を
固
め
あ
い
ま

し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
は
大
阪
労
連
結
成
35
周
年
の

節
目
の
年
で
す
。
仲
間
を
増
や
し
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン
（映画案内）ス
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大阪労連

共済 .どっと来む 160 年間共済拡大表彰！ １位 年金者組合！年間共済拡大表彰！ １位 年金者組合！
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©2024「あの人が消えた」製作委員会

©五十嵐大／幻冬舎 ©2024「ぼくが生きてる、
ふたつの世界」製作委員会　　　　　　　　　

「
あ
の
人
が
消
え
た
」

「
ぼ
く
が
生
き
て
る
、ふ
た
つ
の
世
界
」

丸
子
（
高
橋
文
哉
）
は
、

「
次
々
と
人
が
消
え
る
」
と

噂
さ
れ
る
い
わ
く
つ
き
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
担
当
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
丸
子
が
愛
読

し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
小
説
の
作

者
・
小
宮
が
住
民
で
は
な
い

か
と
興
味
を
持
ち
、
毎
日
の

よ
う
に
出
入
り
ま
す
。
丸
子

は
、
小
説
家
を
目
指
す
職
場

の
先
輩
・
荒
川
（
田
中
圭
）

に
も
相
談
し
、
意
見
を
仰
ぎ

な
が
ら
住
人
の
正
体
を
探
ろ

う
と
し
、
い
つ
し
か
２
人
は

思
い
が
け
な
い
大
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
…
。

　

他
の
出
演
は
、
坂
井
真

紀
、
袴
田
吉
彦
で
す
。
ス
ク

リ
ー
ン
で
は
二
転
三
転
と
展

開
が
移
り
変
わ
っ
て
、
驚
き

の
ラ
ス
ト
を
迎
え
ま
す
。
９

『
あ
の
人
が
消

え
た
』
は
、『
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

ラ
イ
フ
』
の
水
野

格
監
督
が
脚
本
を

担
当
。
配
送
会
社

に
勤
め
る
青
年
・

月
20
日
よ
り
全
国
公
開
。

　

『
ぼ
く
が
生
き
て
る
、
ふ

た
つ
の
世
界
』
は
、
き
こ
え

な
い
母
と
、
き
こ
え
る
息
子

の
繊
細
に
紡
が
れ
る
親
子
の

物
語
で
す
。
宮
城
県
の
小
さ

な
港
町
に
暮
ら
す
五
十
嵐
家

に
長
男
「
大
」（
吉
沢
亮
）

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
耳
の
き

こ
え
な
い
両
親
の
も
と
で
大

は
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
受
け
て

育
ち
ま
す
。
幼
い
頃
は
コ
ー

ダ*

と
し
て
、母
の
〝
通
訳
〞

を
す
る
こ
と
も
ふ
つ
う
の
日

常
で
し
た
が
、
成
長
す
る
と

と
も
に
、
他
と
違
う
こ
と
に

戸
惑
い
や
い
ら
立
ち
を
感
じ

る
よ
う
に
。
母
の
明
る
さ
す

ら
疎
ま
し
く
思
い
、
20
歳
に

な
っ
た
大
は
逃
げ
る
よ
う
に

上
京
し
、
誰
も
自
分
の
生
い

立
ち
を
知
ら
な
い
大
都
会
で

生
活
を
始
め
ま
す
が
…
。

　

母
役
の
忍
足
亜
希
子
や
父

役
の
今
井
彰
人
を
は
じ
め
、

ろ
う
者
の
登
場
人
物
に
は
す

べ
て
ろ
う
者
の
俳
優
が
演
じ

て
い
ま
す
。
見
終
わ
る
と
心

が
暖
か
く
な

る
作
品
で

す
。
９
月
20

日
よ
り
全
国

劇
場
公
開
。

＊
コ
ー
ダ
と
は
、

聴
力
に
障
害
の

あ
る
親
の
も
と

で
育
っ
た
、
健

聴
者
の
子
ど
も

を
指
し
ま
す
。

　共済拡大の教訓は、対話で共済内容を語れば理解が深まり
加入に結びつくことです。
　2024年度（2023年７月～24年６月末）の１年間に共済拡大
で奮闘いただいた各団体（共済会）に金一封と表彰状を大阪
労連の定期大会時に授与しました。今年は、どの組織も組合
員が減るなかで奮闘され、年金者組合では対話拡大キャンペ
ーンで奮闘し、昨秋と春の対話キャンペーン中に310人と対
話し100人以上を共済拡大しています。また北河内地区協で

も目標を超える対話運動にとりくみ共済拡大に貢献していた
だきました。さらに建交労は、組織加入数は減らしましたが
個人加入共済で奮闘し、掛金ベースで増額にしています。
　10月からは秋の拡大キャンペーンも取り組みます。どの組
合も組織を維持・運営するのに大変な思いをされていると思
います。儲けるための共済でなく助け合いの共済だからこそ
安い掛金で運営できています。新年度も組織拡大と併せて奮
闘していきましょう。 

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

ヒ
ン
ト
：
選
挙
に
行
っ
て
実
現
し
よ

う
。　

出
題
＝
山
本
汎
昭

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労大阪会館1Ｆ 大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉10月25日（金）
　　　　〔発表は11月号〕
〈賞品〉 正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります
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B

12
敵
の
思
う
〇
〇
に
は
ま
る

13
♪
夕
焼
け
小
焼
け
の
〜

14
相
思
〜
の
仲

16
生
活
・
勉
学
を
助
け
る
た

め
金
品
を
お
く
る
こ
と
。

息
子
に
〜
す
る

18
〜
を
高
く
し
て
寝
る

20
亡
く
な
っ
た
人
。
〜
を
偲

ぶ
22
♪
誰
の
〇
〇
で
も
あ
り
ゃ

し
な
いヨ

コ
の
カ
ギ

❶
蒸
気
を
発
生
さ
せ
空
気
中

の
水
分
を
補
う
器
具

❹
高
校
野
球
で
試
合
に
勝
ち

〜
を
斉
唱
し
た

❼
数
の
３
ケ
タ
毎
に
〜
を
打

ち
位
取
り
す
る

❽
月
末
や
年
末
の
お
さ
め
会

❾
〇
〇
八
百
ば
か
り
と
ま
さ

か
の
斎
藤
知
事
の
弁

10
○
○
〇
団
結
し
て
事
に
当

た
る

11
骨
と
肉
、
血
族
。
〜
の
争

い
13
青
は
〇
〇
よ
り
出
で
て
〇

〇
よ
り
青
し

15
母
と
子
。
〇
〇
手
帳

タ
テ
の
カ
ギ

❶
上
昇
の
対
。
成
績
が
〜
気

味
❷
心
の
奥
底
。
〜
惚
れ
た

❸
夫
の
対

❹
高
度
の
高
い
土
地
。
〜
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

❺
サ
ナ
ギ
が
〇
〇
し
て
成
虫

に
❻
あ
け
し
め
。
扉
の
〜
、
〜

橋
❽
扉
な
ど
を
叩
く
こ
と
。
〜

し
て
入
室

10
横
文
字
で
語
の
最
初
の

字
。
頭
文
字

16
奈
良
公
園
に
た
く
さ
ん
い

る
よ

17
こ
の
動
物
と
ヨ
コ
16
と
を

熟
語
に
し
て
言
う
と
相
手

は
立
腹
す
る
よ
！

19
風
流
を
解
す
る
男
、
ま
た

は
柔
弱
な
男

21
車
の
、
足
で
踏
む
加
速
装

置
23
教
え
い
ま
し
め
る
言
葉
。

校
長
の
〜

(24)
用
件
等
を
人
に
頼
む
こ

と
。
ご
〜
の
件

25
漆
を
塗
っ
た
箸
↓
塗
り

箸
、
漆
を
塗
っ
た
盆
は
？

　

６
月
号
の
答
え
は
「
メ
タ

ン
ガ
ス
バ
ク
ハ
ツ
ジ
コ
（
メ

タ
ン
ガ
ス
爆
発
事
故
）」
で

し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ
10

通
、
メ
ー
ル
96
通
、
合
計
１

０
６
通
で
し
た
。
次
の
10
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

村
田
征
吾
（
吹
田
水
労
）、

至
田
智
行
（
府
職
労
）、
西

谷
雅
博
（
寝
屋
川
市
職
労
）、

大阪労連第59回定期大会

平
塚
元
康
（
全

労
働
大
阪
基
準

支
部
）、
加
藤

真
弓
（
堺
教

組
）、
中
野
崇

（
全
教
八
尾
）、

梶
原
あ
ゆ
み

（
府
高
教
）、

牧
野
光
洋
（
国

労
大
阪
）、
山

崎
志
保
（
お
お

さ
か
パ
ル
コ
ー

プ
労
組
）、
井

村
岳
史
（
野
村

製
作
所
支
部
）

仲
間
を
増
や
し
、憲
法
が
い
き
る

職
場
と
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

挨拶をする菅議長 新任の挨拶をする
福岡新議長

全労連九後副議長日本共産党
宮本衆議院議員

大会宣言を提案する
青年部早瀬代議員

特別決議を提案する
女性部中村代議員

ストップ！軍拡 増税 万博


